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学位論文審査の要旨 

博士の専攻分野の名称：博士（保健科学） 氏名：武田 賢太 

審査委員 

主査 教授 前島 洋 

副査 教授 浅賀 忠義 

副査 准教授 寒川 美奈 

学位論文題名 

足圧中心と体重心の同時フィードバックが静的姿勢制御に与える適応効果 

当審査は平成 30年 1月 24日実施の公開発表にて行われた．（出席者 58 名） 

 高齢者の転倒は緊要な社会問題であり，近年，高齢者の転倒軽減のための適切な評価・介入方

法の考案が期待されている．転倒リスクは静的バランス能力と強く関連する．立位バランス制御

において，静的バランス能力は身体質量中心が支持面から逸脱しないように適切に制御すること

が求められる．静的バランス能力の評価・介入方法として足圧中心のフィードバックが広く使用

されている．立位時において，足圧中心は身体質量中心が支持面から逸脱しないように制御する

ために働き，静的立位時において，質量中心と足圧中心はほぼ同様の軌跡を辿るという前提のも

と，質量中心の代用として足圧中心が使用されてきた．しかしながら，足圧中心のフィードバッ

クの効果は一定した見解が得られていなかった．その原因として，身体質量中心に対する制御変

数である足圧中心をフィードバックすることで制御の自由度を制限している可能性や，単純な立

位課題において視覚フィードバックを用いたことによりフィードバックへの依存度が高くなり，

フィードバックを無くした条件で獲得したパフォーマンスを発揮できていなかった可能性が考え

られた． 

本論文では，従来から臨床現場で広く使用されている足圧中心単体のフィードバックと，足圧

中心と身体質量中心の床面への垂直投影点である体重心の同時フィードバックが静的姿勢安定性

に与える適応効果を比較した．フィードバック訓練の結果，同時フィードバックを行った場合，

質量中心に対して足圧中心が前後均等に制御可能となり，さらに姿勢安定性が向上した．一方，

足圧中心単体のフィードバックを行った場合は均等性も姿勢安定性も向上しなかった．同時フィ

ードバックを行うことで，足圧中心と体重心の位置関係を基にした適切な姿勢戦略が獲得された

ことを示唆すると同時に，従来から適用されてきたフィードバック様式に一定の限界点があるこ

とを示した． 

以上，本論文は静的バランス機能改善のための新たな視点を基にして，従来よりも有効な視覚

フィードバックを用いた立位バランスの改善を目的とする介入方法を考案した．これを要するに，

著者は転倒予防・機能回復に対する新知見を得たものであり，その知見がリハビリテーションに

寄与するところは大なるものである． 

よって著者は，北海道大学博士 (保健科学) の学位を授与される資格あるものと認める． 


